
（３
）
高
速
道
路
帰
路
料
金
の
会
社
負
担
の
要
求

①
首
都
高
速
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社
負
担
と
す
る
事
。

②
外
郭
環
状
線
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社
負
担
と
す
る

箏
。

③
圏
央
道
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社
負
担
と
す
る
事
。

（４
）
「一
律
３
割
の
減
車
」要
求

都
内
全
社
「一
律
３
割
の
減
車
」を
行
う
よ
う
、
そ
の
先

陣
を
切
る
と
共
に
、
「３
割
の
減
車
」を
他
社
に
働
き
か
け

る
事
。

（５
）
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
４
輪
装
着
の
要
求

（１
２
月
～
３
月
）

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
義
務
と
責
任
を
果
た
す
た

め
、
１
２
月
か
ら
３
月
の
期
間
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
常

時
４
輪
装
着
す
る
事
。

（６
）
黒
タ
ク
の
防
犯
板
設
置
を
要
求

（７
）
団
体
交
渉
を
基
本
に
、
「組
織
的
圧
力
」を
準
備
し
、
要

求
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（８
）
職
場
環
境
の
改
善
要
求
等
に
つ
い
て
は
、
労
使
協
議
会
や

安
全
衛
生
委
員
会
を
通
じ
て
解
決
を
図
り
ま
す
。

３
，
組
織
の
強
化
・拡
大
の
闘
い

２
０
１
３
年
９
月
１
５
日
の
組
合
数
は
４
５
２
名
で
あ
り
、
２
０

１
４
年
９
月
１
５
日
の
組
合
員
数
は
４
８
６
名
に
な
っ
て
い
ま

す
。
乗
務
員
総
数
が
５
０
０
名
で
あ
り
、
新
入
乗
務
員
が
入
っ

て
も
退
職
者
も
多
く
、
定
着
・
安
定
し
な
い
事
が
大
き
な
問
題

で
す
。
厳
し
い
長
時
間
・
深
夜
労
働
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
賃

金
と
労
働
条
件
の
悪
化
が
続
い
て
い
る
事
が
、
新
し
い
乗
務
員

が
定
着
せ
ず
、
退
職
者
が
増
加
し
て
い
る
原
因
で
す
。
労
使
が

協
力
し
て
、
労
働
に
み
あ
っ
た
環
境
に
変
え
る
事
が
是
非
と
も

必
要
で
す
。

「
新
た
な
規
制
」
を
強
化
す
る
政
策
闘
争
の
強
化
と
、
賃
金
・

労
働
条
件
を
改
善
す
る
力
量
を
作
る
た
め
に
も
、
当
面
４
９

０
名
の
組
合
員
組
織
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
東
洋
交
通
に

働
く
全
て
の
乗
務
員
・
職
員
・
整
備
職
員
を
組
織
化
の
対
象
と

し
ま
す
。

東
洋
交
通
労
働
組
合
は
、
「
法
令
遵
守
と
労
働
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
は
、
厳
し
く
指
導
・教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「法
令
遵
守
と
労
働
モ
ラ
ル
」を
厳
守
す
る
こ
と
は
、
公
共
交

通
機
関
と
し
て
の
責
任
と
、
職
場
と
労
働
条
件
を
守
る
重
要

課
題
で
す
。
「
悪
質
事
業
者
の
退
出
」
を
要
求
し
、
「
悪
質
乗
務

員
の
登
録
抹
消
」
を
要
求
し
、
「
公
共
交
通
機
関
」
と
し
て
「
安

全
・
安
心
」
を
実
現
す
る
立
場
か
ら
、
こ
の
問
題
は
曖
昧
に
せ

ず
取
り
組
み
、
組
織
強
化
を
実
現
し
ま
す
。

新
入
社
員
の
大
部
分
が
「
一
種
養
成
乗
務
員
」
で
す
。
タ
ク

シ
ー
の
業
務
と
労
働
組
合
の
役
割
を
理
解
し
、
東
洋
交
通
に

定
着
し
て
も
ら
い
、
組
織
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、
「
新
人
研

修
会
」を
行
い
ま
す
。

４
，
教
宣
活
動
に
つ
い
て

機
関
紙
「
躍
進
」
の
発
刊
に
つ
い
て
は
、
「
情
勢
・
基
本
方
針
」

「
大
会
報
告
」
「
中
央
委
員
会
報
告
」
「
団
体
交
渉
報
告
」
等

を
、
で
き
る
だ
け
速
報
で
発
刊
し
、
情
報
の
共
有
化
に
よ
っ
て

組
織
強
化
を
目
指
し
ま
す
。
毎
月
１
回
以
上
の
発
刊
を
行
い

ま
す
。

機
関
紙
「
Ｕ
―
リ
ン
ク
」
は
、
「
共
済
組
合
の
報
告
」
「
安
全
衛

生
委
員
会
の
報
告
」
「
日
常
業
務
で
必
要
な
情
報
」
等
を
掲
載

し
、
毎
月
１
回
以
上
の
発
刊
を
行
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
最
新
の
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
更
新

し
ま
す
。
携
帯
電
話
か
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
接
続
が
で
き
る

の
で
、
最
新
情
報
に
更
新
し
ま
す
。

毎
日
の
「
メ
ー
ル
リ
ン
ク
」
に
よ
る
営
業
情
報
の
発
信
は
、
仕

事
の
武
器
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
内
容
を
吟
味
し
て
発

信
し
ま
す
。
適
宜
に
組
合
か
ら
の
「
お
知
ら
せ
」
も
発
信
し
ま

す
。５

，
法
対
活
動
に
つ
い
て

法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、
全
自
交
東
京
地
連
が
契
約
し
て
い

る
弁
護
士
事
務
所
に
相
談
で
き
ま
す
。

６
，
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
への
取
り
組
み

労
働
組
合
は
経
営
と
協
力
し
て
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

「
安

全

・
安

心

」
を
実

現

す

る
責

任

が
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
事
故
・違
反
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
を
下

げ
、
利
益
を
上
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
現
在
の
様
に
多
発

し
て
い
る
事
故
・
違
反
を
減
少
さ
せ
る
に
は
、
乗
務
員
個
々
人

の
自
覚
を
促
す
活
動
を
、
組
織
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多
様
な
方
法
で
「安
全
」の
組
織
化
を
図
り
ま
す
。

７
，
文
体
活
動
に
つ
い
て

各
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
、
全
自
交
東
京
地
連
の
文
体
活
動

へ
の
参
加
と
、
日
交
労
の
文
体
行
事
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

（５
６
６
１
山
下
氏
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（執
行
部
）

「第
４
１
回
定
期
大
会
報
告
書
」
に
記
入
し
て
い
ま
す
。

（２
６
６
８
林
田
氏
）

掲
示
板
に
貼
り
出
さ
れ
て
い
る
処
分
内
容
が
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

そ
の
基
準
は
何
で
す
か
？
メ
ー
タ
ー
を
切
る
こ
と
への
処
分
が
甘
い
の
で

は
？

（執
行
部
）

基
本
的
に
処
分
は
同
一
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
放
置

駐
車
に
つ
い
て
は
Ａ
Ａ
が
取
れ
な
く
な
る
な
ど
、
会
社
と
働
く
仲
間
に
不
利

益
と
な
る
の
で
厳
し
い
処
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
（案
）』に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

（２
６
４
８
斎
藤
氏
）

組
合
車
両
の
リ
ー
ス
料
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
が
借
り
る
値

段
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
か
？
ま
た
Ｇ
勤
の
為
に
貸
出
の
時
間
を
変
え
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？

（執
行
部
）

金
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貸
出
の
時
間
に
関
し
て
は
検
討
し
ま
す
。

（２
６
６
８
林
田
氏
）

ク
ラ
ブ
を
掛
け
持
ち
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
員
に
対
し
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
を
分

割
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

（執
行
部
）

ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
は
１
人
１
５
０
０
円
と
決
め
て
い
ま
す
。
管
理
を
す
る
こ

と
も
大
変
で
す
。
掛
け
持
ち
を
し
て
い
る
方
は
う
ま
く
ポ
イ
ン
ト
が
付
く

よ
う
に
組
合
行
事
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

『２
０
１
５
年
度
予
算
（案
）』に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

続
い
て
、
定
年
功
労
者
の
１
１
名
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
、
大

会
参
加
の
２
名
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
菊
池
委
員
長
か
ら
、
「組
織
強
化
・拡
大
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
組
合
員
」
中
島
雅
幸
氏
への
組
合
功
労

者
表
彰
の
提
案
が
あ
り
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
「
組
合

功
労
者
表
彰
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

筒
井
守
副
委
員
長
の
閉
会
の
挨
拶
の
後
、
菊
池
執
行
委

員
長
の
発
声
で
「特
定
地
域
の
指
定
と
初
乗
り
距
離
短
縮
運

賃
阻
止
を
目
指
し
、
組
織
を
強
化
し
賃
金
・労
働
条
件
の
改

善
に
向
け
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
参
加
者
で
三
唱
し
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

「２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
」
と
、
そ
の
活
動
を
支

え
る
「２
０
１
５
年
度
予
算
」が
満
場
の
拍
手
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

参加した組合員全員で『ガンバロー三唱』

質問する（左）山下氏（右）林田氏

定年功労者表彰を授与する 竹下氏

前
面
よ
り


